
【参考】農家拠出金の概要

昭和２２年に旧農業災害補償法が施行された後、農業共済組合連合会の保

険金支払いに必要な資金を融資するために、昭和２７年に農業共済基金が設

立され、その資本金として、政府が１５億円、全国の農業共済団体が１５億円

（総額３０億円）を拠出しました。 

当時の連合会は、出資金の範囲内で組合から拠出金を徴収することができ、

組合は組合員から徴収することができました。 

平成１１年に農業基本法の見直しにより同基金は廃止され、農業共済団体

の拠出金は農林漁業信用基金に引き継がれていますが、独立行政法人農林漁

業信用基金法により拠出金の払い戻しはできなくなっています。 

  農林漁業信用基金への当組合の出資額は１０，６１９，０００円で、そのう

ち農家拠出金は４，６９０，０７５円となっています。（下表参照） 

旧組合別農家拠出金一覧表 

旧組合名 拠出金額（円） 

鳥取東部農業共済組合 １，７２５，０１７

鳥取県中部農業共済組合 １，２４６，６５１

伯耆農業共済組合 １，７１８，４０７

合  計 ４，６９０，０７５


